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仏
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宇
佐
美
諦
練
(愛
知
県
仏
教
会
長
県
宗
連
理
事
)
a
愛
知
県
は
全
国
第
一
の
仏
教
寺
院
数
が
あ
り
ρ
其
数
は
現
在
、
四
孚
八
三
六
ヶ
寺
で
公
認
さ
れ
た
宗
教
法
入
数
で
あ
る
。
、台全
宗
教
法
八
数
は
県
下
九
、
四
三
七
の
宗
教
法
人
数
で
全
国
第
一
の
宗
教
法
人
数
を
誇
る
県
で
あ
る
9
宗
教
別
を
見
る
と
、
仏
教
系
、
四
、
八
三
六
を
第
一
、
神
道
系
の
三
{
七
三
六
、
キ
リ
ス
ト
系
の
一
〇
五
、
諸
教
の
七
六
一一
と
な
っ
て
い
る
ゆ、
仏
教
系
は
尾
張
部
と
三
河
部
と
名
古
屋
部
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
運
営
レ
て
い
る
宗
派
が
多
い
。
監,寺
院
数
の
多
い
の
と
又
、
多
少
習
慣
の
異
な
っ
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
b
,
、仏
教
の
宗
派
別
を
見
る
と
、
天
台
系
の
=
二
七
、
真
言
系
の
三
三
九
、
浄
土
系
の
一.一、
7・一九
九
、
禅
宗
系
の
一
、
亠ハ
七
二
、
日
蓮
系
の
二
亠ハ
一
.
某
他
の
」
三
六
止
な
っ
て
い
漏
刃
浄
土
系
が
第
二
位
で
あ
り
、
禅
宗
系
が
第
二
位
で
あ
る
。
浄
土
系
が
多
い
の
は
真
宗
大
谷
派
派
が
非
常
に
多
い
。
神
社
数
も
多
い
が
、
二
社
及
三
社
と
兼
職
し
て
い
て
主
管
者
の
数
は
神
社
数
よ
り
少
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
は
一
〇
五
で
あ
る
が
各
教
会
が
活
動
し
て
い
て
今
迄
は
幼
稚
園
数
が
多
い
。
宗
教
、
特
に
仏
教
の
社
会
福
祉
福
祉
と
い
う
語
は
近
来
何
事
に
も
つ
け
ら
れ
老
人
福
祉
及
身
体
障
害
者
福
祉
又
何
々
福
祉
等
、
一
般
に
奉
仕
的
な
仕
事
に
は
必
ら
ず
福
祉
が
つ
い
て
広
範
願
で
あ
る
ゆ
即
叢
利
益
を
度
外
視
滋
た
、仕
事
ほ
総
て
福
祉
で
あ
り
、・
獣
身
的
に
奉
仕
す
る
仕
事
は
総
て
福
祉
と
呼
韓
れ
て
い
る
。
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尓
數
億
総
べ
て
窟
利
之
利
他
の
活
勤
で
あ
る
7。
藁自
利
侭
真
理
の
研
一一122一
究
即
ち
宗
乗
及
教
理
の
学
習
に
依
っ
て
自
己
の
人
格
向
上
で
あ
り
、
利
他
は
他
人
の
幸
福
の
た
め
に
努
力
精
進
す
る
利
他
行
又
慈
悲
行
又
菩
薩
道
で
あ
る
。
結
論
は
一
切
衆
生
を
仏
の
心
を
持
つ
最
高
の
教
育
で
あ
り
、
.勿
論
物
質
よ
a
精
神
に
重
点
を
置
い
た
利
他
行
で
あ
る
。∴
私
共
の
先
人
は
た
と
え
現
在
は
貧
困
で
あ
り
、
又
不
幸
で
あ
っ
て
も
仏
の
お
救
い
を
忘
れ
ず
毎
H
仏
を
拝
義
又
念
仏
せ
よ
と
住
職
は
檀
家
や
又
地
域
の
人
々
に
布
教
し
て
い
た
。
時
聞
の
あ
る
限
り
努
力
し
て
物
質
で
は
出
来
な
い
が
其
幸
福
を
感
得
す
る
心
に
絶
え
ず
心
の
財
産
即
ち
布
教
を
続
け
て
い
た
と
思
う
ρ
又
そ
れ
は
住
職
と
し
て
僧
侶
と
七
で
の
使
命
で
も
あ
瞬
た
。
仏
様
の
様
な
完
全
な
人
格
の
人
を
一
人
で
も
多
々
送
り
度
い
。
即
ち
人
造
り
の
犬
目
的
の
た
め
努
力
し
た
。
バ
そ
れ
が
子
供
を
集
め
て
十
人
位
の
子
供
の
た
め
に
寺
小
屋
を
開
い
て
「
三
ツ
子
の
魂
百
迄
」
を
実
行
し
地
域
福
祉
の
幼
児
教
育
を
実
行
し
た
ゆ
跏
今
尚
時
折
に
古
い
飯
台
が
墨
で
黒
々
と
な
っ
て
残
ら
て
い
る
の
を
見
る
乏
「読
み
ト
磁
書
き
」
を
教
え
た
先
先
代
の
住
職
の
努
力
を
感
謝
し
、
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
冷
寺
の
創
立
の
歴
史
を
見
る
と
何
れ
も
地
域
の
方
々
が
自
分
達
の
幸
福
の
た
め
、、
又
子
孫
の
倖
の
た
め
金
品
を
持
ち
寄
つ
て
堂
宇
を
建
て
丶
徳
の
高
い
僧
侶
又
自
分
達
の
毎
日
の
暮
し
の
中
に
光
を
与
え
て
下
さ
る
住
職
を
懇
請
し
て
入
寺
住
職
さ
せ
ら
れ
た
例
が
多
い
堕
地
域
の
住
民
の
た
あ
又
心
の
福
祉
即
ち
利
他
を
目
的
姪
七
h
又
人
格
完
成
即
ち
成
仏
を
大
理
想
と
せ
る
仏
教
の
謙
院
で
あ
る
事
は
論
を
俟
た
な
い
。
凸
7
辱
、
・「
塩
.撃
:
r茲
必
仏
教
寺
院
設
立
の
原
点
又
要
望
に
帰
っ
て
考
え
て
見
た
い
。
胎
教
か
ら
丶
幼
児
教
育
ま
で
.、
,
、ふ
.
『
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∵
辱r
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・.亠・
巽
蝋
、罵
㍗二
二
河
地
方
を
布
教
に
巡
教
屯
て
か
る
と
時
折
に
其
寺
の
住
㌧職
か
ち
い
、説
數
の
登
高
座
さ
れ
て
讃
題
の
前
に
座
つ
て
い
ゐ
妊
婦
北
孵
剔
に
三
帰
戒
を
授
け
て
頂
港
度
い
、
一
桐
が
階
和
す
る
か
ち
と
宏
わ
れ
ゐ
。
突
然
の
事
で
布
教
葡
も
戸
惑
う
事
が
あ
る
囎
直
後
捷
妊
掃
菰
対
し
月
頃
の
心
得
を
二
、、
三
説
教
す
る
汐
た
乏
え
ば
毎
朝
夕
毎
紀
私
檀
に
参
り
念
仏
七
て
探
々
線
香
の
煙
を
吸
う
て
胎
児
に
届
く
様
に
す
る
ゆ
又
喧
嘩
口
論
は
絶
対
に
電
な
い
等
仏
法
僧
の
三
宝
に
掃
畩
サ
喝
事
謹
説
い
て
伺
時
に
』
般
聴
衆
に
討
し
て
布
教
牽
す
る
囎
稚
尾
欝
涯
大
僧
正
ほ
、「
念
仏
を
唱
え
て
腹
を
な
で
葛
事
控
そ
れ
は
捻
仏
が
母
体
を
通
じ
て
胎
児
に
念
仏
が
必
ら
ず
伝
わ
ゐ
」
、
と
教
え
て
い
ち
れ
売
。
仏
教
は
胎
教
よ
り
始
ま
る
コ
㌔.
」
賦
～
.
♂
亀
.～
:
厂」
七
日
後
お
七
夜
が
あ
る
汐
神
社
だ
け
で
な
冥
檀
那
寺
及
吾
家
の
仏
一 .123巴
檀
の
先
祖
に
奉
告
す
る
。
仏
と
共
に
成
長
し
て
三
才
か
ら
四
才
に
な
れ
ば
祖
父
母
又
両
親
は
檀
那
寺
や
附
近
の
寺
院
へ
、
お
彼
岸
、
又
花
ま
つ
り
、
rセ
ガ
キ
等
に
連
れ
ら
れ
て
説
教
を
聞
き
、
内
容
は
判
ら
な
い
が
要
は
「悪
い
事
を
す
る
な
良
い
事
を
せ
よ
。
」
そ
し
て
一
同
が
念
仏
す
れ
ば
一
緒
に
念
仏
し
て
其
特
別
の
空
気
を
子
供
心
に
痛
感
す
る
。三
才
、
四
才
、
五
才
の
頃
が
其
人
の
人
格
形
成
の
根
元
と
な
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
祖
父
母
の
あ
っ
た
家
庭
に
不
良
児
は
出
な
い
と
識
者
は
発
表
b
て
い
る
。
又
正
月
や
盆
や
彼
岸
に
お
墓
参
り
を
し
て
花
を
さ
丶
げ
附
近
の
雑
草
を
と
り
掃
除
し
て
お
参
り
す
る
。
ζ
れ
が
相
当
老
年
に
な
「っ
て
心
に
残
っ
て
い
る
と
老
人
は
皆
云
わ
れ
る
。
墓
参
ゆ
と
祖
父
母
と
仏
様
が
一
体
と
な
っ
て
殊
に
貴
い
思
い
出
を
残
し
て
い
る
、。
.
こ
～
迄
は
家
庭
教
育
で
家
族
の
心
持
ち
次
第
で
仏
と
の
「
つ
な
が
彑
が
保
た
れ
る
。
㌧
、
,
レ
.
五
、
六
、一
七
才
よ
り
幼
児
期
の
教
育
と
な
り
、
地
域
の
幼
稚
園
及
保
育
園
に
入
園
す
る
、
最
近
は
バ
ス
で
相
当
の
遠
い
距
離
よ
り
通
園
サ
昼
が
、
地
域
の
子
供
が
多
い
明
治
時
代
迄
は
寺
の
住
職
が
只
読
む
事
と
書
ぐ
事
だ
け
を
教
え
て
い
た
寺
小
屋
で
あ
る
が
、
毎
週
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
通
り
課
目
が
非
常
に
多
い
の
で
大
切
な
情
操
教
育
又
情
操
保
育
に
欠
け
る
点
が
多
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
大
正
及
昭
和
中
期
頃
迄
吾
共
の
大
学
で
は
児
童
部
即
ち
童
話
研
究
が
盛
ん
で
童
話
が
出
来
な
い
学
生
は
一
人
前
で
な
か
っ
た
。
童
話
を
通
じ
て
情
操
を
子
供
に
基
礎
っ
け
た
。
一
般
布
教
と
同
様
に
全
力
を
挙
げ
て
童
話
術
習
得
に
努
力
し
た
。
其
当
時
の
童
話
の
先
輩
は
今
老
年
に
な
り
時
折
な
つ
か
し
い
お
名
前
を
拝
見
し
て
い
る
コ
大
正
時
代
昭
和
中
期
迄
に
キ
リ
ス
ト
教
は
県
下
に
十
以
上
の
幼
稚
園
を
設
立
し
て
い
る
。
外
国
の
幼
時
教
育
の
施
設
を
実
施
し
た
の
は
キ
リ
ス
ト
系
が
早
か
っ
た
。
名
古
.屋
市
に
於
て
も
大
正
の
中
期
に
椎
尾
辨
匡
博
士
に
依
っ
て
財
団
怯
人
慈
友
会
を
設
立
し
て
幼
稚
園
及
保
育
園
及
母
子
寮
託
児
所
等
を
設
立
し
て
寺
院
の
子
弟
を
其
指
導
員
と
し
て
其
業
務
を
身
を
以
っ
て
体
得
さ
せ
ら
れ
、
戦
後
の
幼
稚
園
及
保
育
園
時
代
に
犬
活
躍
す
る
基
本
と
な
っ
た
。
先
見
の
明
に
は
感
銘
し
て
其
徳
を
慕
っ
て
い
る
。
茲
で
愛
知
県
下
の
幼
稚
園
の
現
状
を
紹
介
す
る
。
本
年
四
月
一
日
私
学
振
興
室
の
調
査
に
依
る
と
三
月
丗
一
日
限
り
宗
教
法
人
よ
り
学
校
法
人
化
に
ょ
り
、
幼
稚
園
学
校
法
人
数
三
六
七
。
仏
教
系
七
五
、
キ
リ
ス
ト
系
二
八
、
其
他
と
な
っ
て
お
り
、
宗
教
法
人
で
頑
張
っ
て
鱒嚊1z4騨
い
る
園
は
僅
か
廿
五
園
で
其
半
数
は
目
下
休
園
の
状
況
で
あ
る
。
御
承
知
の
宗
教
法
人
で
は
補
助
金
も
無
く
他
園
と
対
抗
出
来
な
い
状
況
で
加
う
る
に
園
児
の
減
少
で
宗
教
法
人
の
仏
教
系
も
大
打
撃
の
状
況
で
あ
る
。
私
も
自
坊
で
二
十
数
年
前
に
月
影
幼
稚
園
を
設
立
し
た
。
、最
初
は
銀
行
よ
り
の
借
入
金
の
都
合
で
個
人
立
で
開
設
し
数
年
に
し
て
借
入
金
を
返
却
し
て
宗
教
法
人
へ
寄
附
し
て
宗
教
法
人
立
と
し
た
。
其
後
十
余
年
学
校
法
人
化
の
声
が
高
ま
り
、
意
を
決
し
て
遂
に
宗
教
法
人
立
で
廃
園
と
し
た
。
二
十
年
間
の
幼
児
教
育
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
。
過
日
も
卒
園
児
が
本
年
度
の
高
校
野
球
に
選
手
で
出
場
し
惜
し
ぐ
も
優
勝
出
来
ず
惜
敗
し
た
が
、
翌
日
早
朝
本
人
が
私
を
訪
問
し
て
「
園
長
先
生
優
勝
を
逸
し
ま
し
た
が
ハ
甲
子
園
の
記
念
の
砂
と
ボ
ー
ル
で
す
。
又
次
回
に
頑
張
り
ま
す
」
と
報
告
に
来
て
呉
れ
た
。
私
は
非
常
に
嬉
し
く
て
幼
稚
園
経
営
二
十
年
の
甲
斐
が
あ
っ
た
事
を
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。
同
じ
境
内
地
に
宗
教
法
人
と
学
校
法
人
が
両
立
し
、
τ中
に
は
幼
稚
園
だ
け
が
盛
大
に
な
り
寺
院
の
影
が
薄
く
な
っ
て
い
る
の
ピ
サ
シ
オ
モ
ヤ
も
あ
り
『
庇
を
借
し
て
主
屋
を
と
ら
れ
た
』
の
感
じ
の
深
い
寺
院
も
あ
る
が
、
仏
教
の
幼
児
情
操
保
育
に
倍
々
御
健
闘
を
祈
っ
て
い
る
。
七
、
八
才
よ
り
義
務
教
育
と
な
る
。
こ
こ
で
各
家
庭
で
も
先
生
任
せ
と
な
る
。
折
角
教
え
た
仏
檀
へ
の
お
参
り
先
祖
へ
の
奉
告
も
、
祖
父
母
へ
の
挨
拶
も
略
さ
れ
て
算
数
や
読
み
方
や
理
科
其
他
の
科
目
に
熱
申
し
て
、
寺
院
住
職
の
言
葉
を
取
り
入
れ
る
機
会
が
少
な
い
。
心
あ
る
住
職
は
日
曜
学
校
及
子
供
会
を
開
設
し
て
熱
心
に
指
導
さ
れ
て
い
る
が
都
会
よ
り
農
村
近
く
が
盛
ん
で
あ
る
。
此
の
年
令
も
ま
だ
寺
院
住
職
の
接
触
出
来
る
年
令
で
あ
る
。
青
年
層
及
壮
年
層
へ
の
教
化
現
在
の
県
下
の
私
立
中
学
及
高
校
及
大
学
は
総
て
明
治
中
期
迄
は
寺
院
の
子
弟
の
教
養
の
学
校
で
あ
っ
た
愛
知
学
院
、
東
海
学
園
及
同
朋
学
園
、
等
総
ぺ
て
寺
院
子
弟
教
養
機
関
よ
り
一
般
子
弟
教
養
機
関
と
な
り
私
学
で
は
県
下
の
右
翼
の
学
園
で
あ
る
。
時
代
の
進
歩
と
制
度
化
に
は
勝
て
ず
一
般
子
弟
の
教
養
の
場
と
な
っ
た
が
職
員
先
生
は
仏
教
僧
侶
が
多
く
教
育
の
間
に
仏
教
の
貴
い
教
え
を
伝
え
て
い
ら
れ
る
。岡
崎
布
に
或
る
寺
で
家
庭
内
暴
力
学
生
を
三
、
五
人
を
預
っ
て
寺
で
起
居
を
共
に
し
昼
間
は
寺
の
持
ち
山
及
畑
等
を
耕
作
し
て
指
導
し
て
い
る
和
尚
さ
ん
が
い
る
。
勿
論
禅
宗
系
の
僧
侶
で
雲
水
修
行
し
た
作
務
を
仕
事
と
し
た
経
験
を
持
つ
方
で
あ
る
。
起
居
か
ら
畑
や
山
の
一125一
仕
事
等
檀
家
の
余
り
無
い
寺
で
禅
宗
系
で
な
け
れ
ば
指
導
出
来
な
い
の
と
農
村
で
あ
る
事
で
都
会
寺
院
で
は
出
来
な
い
。
又
浄
土
系
で
は
到
底
出
来
な
い
仕
事
で
あ
ゐ
が
社
会
か
ら
脱
落
せ
ん
と
す
る
青
年
の
更
生
に
は
敬
赧
す
る
地
域
福
祉
で
あ
る
。
更
ら
に
一
家
の
中
心
を
な
ず
壮
年
層
へ
の
教
化
及
仏
教
福
祉
で
あ
る
。
、一
番
大
切
な
壮
年
層
で
あ
る
が
寺
院
及
住
職
に
接
近
す
る
機
会
が
乏
し
い
。
一
般
に
仏
教
書
が
よ
く
売
れ
る
点
か
ら
見
る
と
心
の
中
に
は
仏
教
を
求
め
、
心
の
問
題
に
関
心
が
深
い
事
は
察
せ
ら
れ
る
。
私
が
昨
年
五
月
よ
り
↓
ケ
年
間
、
中
日
新
聞
の
日
曜
版
の
「と
も
し
び
」
、,
こ
こ
ろ
、
の
欄
に
宗
教
家
六
人
で
交
互
に
短
文
を
書
い
た
。
四
〇
〇
字
詰
の
三
枚
で
あ
る
コ
,私
は
仏
語
め
皆
様
の
知
っ
て
い
る
語
を
中
心
に
た
と
え
ば
・「
精
進
」
と
か
「
娑
婆
」
と
か
又
「唯
我
独
尊
」
と
か
一
ケ
且
半
に
一
回
出
す
と
"
必
ら
ず
午
後
に
読
者
よ
り
電
話
が
あ
り
種
々
家
庭
状
況
の
相
談
が
あ
り
、
二
.、
三
日
後
に
は
続
々
と
封
書
で
相
談
が
あ
り
、
辱時
折
訪
問
き
れ
る
方
も
あ
り
、
何
れ
も
壮
年
の
人
で
主
婦
が
多
い
。
心
を
割
っ
て
相
談
し
指
導
し
て
頂
く
方
も
無
く
お
寺
の
住
職
も
勤
め
人
で
相
談
を
し
て
く
れ
な
い
と
云
う
。
新
聞
の
威
力
を
感
心
し
売
。
私
は
小
冊
子
に
纒
め
て
一
千
部
を
刷
っ
て
施
本
用
と
七
た
が
既
に
施
本
の
冊
数
が
な
く
旦
卜
三
〇
〇
部
追
加
中
に
て
一
家
の
主
人
や
主
婦
揖
落
ち
着
い
て
仏
教
福
祉
の
関
す
る
話
を
閥
く
機
会
が
な
く
短
篇
で
も
読
ん
で
心
κ
安
心
感
を
得
た
齢
乏
願
望
し
て
い
る
事
が
よ
く
判
る
。
∵
弓
ぎ
機
会
あ
る
度
毎
に
短
篇
で
も
出
し
度
い
と
思
う
。
!
・
お
ち
こ
ぼ
れ
へ
の
福
祉
全
国
に
保
護
司
制
度
が
あ
る
。
地
区
毎
に
保
護
区
が
あ
っ
て
軽
犯
罪
者
を
保
護
観
察
所
を
通
じ
で
保
護
司
に
保
護
観
察
を
依
8嘱
さ
れ
る
ゆ
私
も
二
十
数
年
保
護
司
を
拝
命
し
て
い
る
。
当
初
は
仏
教
僧
侶
が
二
、
三
割
の
人
数
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
県
下
の
僧
侶
数
を
其
の
職
業
別
で
見
る
と
、
愛
知
県
下
の
保
護
司
総
数
は
、
二
、
三
>>1三
0
名
で
あ
る
。
其
中
の
仏
教
僧
侶
億
一
四
三
名
あ
る
。
宗
教
系
の
中
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
は
早
々
か
ら
保
護
観
察
所
へ
勤
務
し
て
い
た
僧
侶
が
多
か
っいた
事
に
も
よ
る
ρ
。次
は
民
生
委
員
で
あ
る
。
生
活
保
護
に
当
っ
て
い
る
、
県
下
に
四
、
亀七
三
三
名
が
任
命
き
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
仏
教
僧
侶
は
一
七
四
名
で
あ
る
。
仲
だ
活
動
し
て
い
ら
れ
る
。
た
だ
し
此
の
数
の
中
に
保
護
司
と
民
生
委
員
を
兼
ね
て
い
ち
れ
る
氏
名
が
多
数
あ
る
。
福
祉
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
方
は
各
方
面
に
も
努
力
七
て
い
ら
れ
る
一 ユ26一
事
が
判
る
。
'其
他
町
内
会
長
(連
絡
協
議
会
長
)
及
児
童
委
員
等
に
も
多
数
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
教
誨
師
で
あ
る
。
犯
罪
者
の
収
容
施
設
へ
出
向
い
て
教
誨
す
る
の
で
あ
る
。
教
誨
に
は
集
合
教
誨
と
グ
ル
ー
プ
教
誨
と
個
人
教
誨
と
に
別
れ
で
い
る
。
集
合
教
誨
は
全
部
を
集
め
て
教
誨
す
る
方
法
で
、
グ
ル
ー
プ
教
誨
は
宗
派
別
の
教
誨
、
個
人
教
誨
は
各
個
人
対
象
に
行
う
教
誨
で
あ
る
。
月
一
回
及
二
阿
で
あ
る
教
誨
師
の
依
嘱
は
宗
教
連
盟
理
事
長
が
依
嘱
し
て
い
る
。
現
在
理
事
長
は
私
が
推
薦
さ
れ
て
い
る
。
、
.
教
誨
師
数
は
五
十
四
名
で
あ
る
。
割
当
は
教
団
の
数
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
て
お
り
,
退
職
や
死
亡
に
応
じ
て
其
後
任
を
依
曝
し
て
人
員
を
墸
加
す
る
事
が
出
来
な
い
。
希
望
者
は
非
常
に
多
い
が
施
設
の
時
盟
割
が
あ
っ
て
致
し
方
な
い
。
五
四
名
中
仏
教
系
丗
六
名
、
神
道
十
名
、
キ
リ
ス
ト
系
底
名
等
で
あ
る
σ
・
・
ド
、、
、
,
'県
下
の
施
設
は
"
名
古
屋
刑
務
所
、
名
古
屋
拘
置
所
(
瀬
戸
少
年
院
、
愛
知
少
年
院
、
'冊
崎
医
療
刑
務
所
、・
岡
崎
拘
置
所
"
豊
橋
拘
置
所
蛤
遭
岡
農
江
孝
慌
で
あ
喝
四
月
一
回
汲
至
二
回
施
轂
に
出
向
い
て
収
容
者
に
教
誨
し
速
や
か
に
社
会
に
復
帰
更
生
す
る
為
努
力
し
て
い
る
。
今
後
の
仏
教
福
祉
に
つ
い
て
一
法
人
一
福
祉
を
提
唱
し
て
い
る
。
私
は
十
一
月
十
二
日
の
宗
教
法
人
措
導
者
研
修
会
に
も
又
十
一
月
末
に
発
送
し
た
県
仏
教
会
報
に
も
強
調
し
て
い
る
。
第
一
宗
教
法
人
鋳
に
仏
教
寺
羨
は
掲
示
板
を
出
す
・
こ
れ
は
最
も
安
易
な
方
法
で
あ
る
、
其
寺
の
法
要
及
得
事
を
知
牡
せ
る
告
知
と
住
職
又
主
管
者
が
最
近
に
最
も
感
銘
し
だ
名
言
や
和
歌
及
俳
句
等
を
書
い
て
掲
示
す
る
。
'私
は
戦
後
継
続
し
て
い
る
が
私
は
感
じ
た
名
句
を
手
元
に
書
き
止
め
て
お
き
(、
こ
れ
を
次
に
出
す
掲
示
の
鉤
辻
す
過
卸
刷
物
滋
處
施
洞
港
潔
が
薄
い
。
最
近
は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
月
一
枚
つ
つ
取
る
の
で
其
裏
を
利
用
し
て
い
る
。
月
四
五
枚
は
あ
る
、
こ
れ
に
必
ら
ず
書
ぐ
事
に
し
て
い
る
。
時
折
通
行
人
が
ノ
ー
♪
に
筆
記
尨
て
い
る
人
も
あ
る
℃
又
此
処
に
公
益
法
人
の
寺
が
あ
る
存
在
を
示
す
為
に
も
必
要
で
あ
る
。
ー
r
、・
～
、
現
在
は
便
利
な
掲
示
板
が
出
来
て
「
ガ
ラ
ス
」
張
り
で
風
や
雨
に
も
耐
え
ら
れ
価
格
も
安
い
の
で
ア
法
入
又
一
寺
院
に
一
掲
示
板
を
送
り
自
利
利
他
の
両
方
面
に
活
用
む
』・般
昆
家
ど
異
な
る
点
を
示
し
て
一127一
寺
院
の
存
在
を
明
示
し
て
欲
し
い
。
第
二
寺
院
住
職
の
才
能
を
活
用
し
て
社
会
福
祉
を
私
の
教
え
児
に
非
常
に
習
字
の
上
手
な
生
徒
が
あ
っ
た
。
小
さ
い
寺
の
小
僧
で
字
が
上
手
で
役
場
に
採
用
さ
れ
た
后
に
召
集
を
受
け
て
中
隊
の
事
務
室
勤
務
と
な
り
、
無
事
帰
還
し
役
場
に
勤
め
つ
・
習
字
塾
を
開
い
た
。
以
来
卅
年
習
字
塾
の
子
供
が
皆
一
家
の
主
人
と
な
り
、
檀
家
が
少
な
い
の
で
専
ら
書
道
に
専
心
し
た
。
先
日
寺
の
庫
裡
の
新
築
及
本
堂
の
修
理
を
見
て
頂
き
度
い
と
布
教
の
依
頼
の
手
紙
を
受
け
た
。
早
速
当
日
参
上
し
て
庫
裡
と
新
築
の
座
敷
に
驚
い
た
。
田
園
の
中
に
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
.種
々
話
を
聞
く
と
書
道
の
御
陰
で
あ
る
と
。
檀
家
も
少
な
い
の
で
書
道
で
教
え
た
教
え
児
が
大
半
で
あ
る
。
仏
様
へ
の
花
や
野
菜
は
皆
が
持
っ
て
来
て
く
れ
る
。
役
所
の
退
職
恩
給
で
金
に
は
困
ら
ぬ
年
二
、
三
回
ほ
ど
国
内
旅
行
を
し
て
楽
し
ん
で
い
る
と
、
芸
は
身
を
助
く
る
通
り
の
現
実
で
あ
る
。
第
三
茶
や
華
の
指
導
、
特
に
尼
僧
寺
院
は
こ
れ
も
私
の
古
い
教
え
児
の
尼
僧
さ
ん
で
あ
る
。
所
用
の
た
め
訪
問
す
る
と
見
事
な
茶
碗
で
抹
茶
を
一
服
出
し
て
呉
れ
た
。
茶
碗
を
よ
く
よ
く
見
る
と
高
価
な
品
で
あ
る
ゆ
茶
華
-を
教
え
て
何
十
年
其
弟
子
も
多
く
月
謝
も
多
く
茶
器
を
買
っ
て
老
後
を
楽
し
ん
で
い
る
と
。
又
お
経
に
行
く
先
も
茶
華
の
弟
子
よ
り
の
依
頼
も
多
く
時
折
娘
さ
ん
の
縁
談
も
す
・
め
て
い
る
と
。
住
職
個
人
の
才
能
で
充
分
福
祉
が
行
わ
れ
て
い
る
と
痛
感
し
た
。
第
四
寺
院
は
地
方
福
祉
の
た
め
開
放
す
る
都
会
に
は
時
折
其
の
門
を
閉
ざ
し
て
寺
院
で
あ
る
が
お
参
り
も
出
来
な
い
、
呼
鈴
で
側
門
よ
り
出
入
し
て
い
る
寺
が
あ
る
。
公
益
の
法
人
で
境
内
地
の
免
税
に
対
し
何
等
公
益
を
発
揮
せ
ず
将
来
批
難
の
対
象
と
な
る
事
と
思
う
。
先
日
朝
早
く
起
き
て
毎
日
の
行
事
で
先
ず
風
呂
に
入
り
抹
茶
を
一
服
の
ん
で
い
る
と
境
内
の
門
の
辺
り
で
心
経
を
読
む
声
が
す
る
。
誰
か
と
思
っ
て
出
て
見
る
と
老
婦
人
が
大
き
い
声
で
境
内
の
地
蔵
様
や
観
音
様
の
石
仏
の
前
で
心
経
を
あ
げ
て
い
ら
れ
る
。
私
は
近
づ
い
て
誰
方
で
す
か
と
た
ず
ね
る
と
、
私
は
大
阪
の
田
舎
か
ら
昨
日
所
用
で
息
子
の
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
る
者
で
す
。
毎
朝
村
の
神
社
と
お
寺
へ
参
り
そ
れ
ぞ
れ
心
経
を
あ
げ
る
日
課
で
す
が
、
昨
日
来
各
し
て
近
々
に
寺
が
在
る
の
で
皆
の
起
き
る
前
に
参
詣
一一128一
さ
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
安
心
し
ま
し
た
と
、
早
速
私
は
お
茶
を
飲
ん
だ
の
で
ど
う
ぞ
お
茶
で
も
と
座
敷
へ
あ
が
っ
て
頂
い
て
こ
れ
か
ら
本
堂
の
朝
の
勤
行
を
し
ま
す
か
ら
御
参
り
下
さ
い
と
云
っ
て
、
い
つ
で
も
本
堂
へ
お
参
り
下
さ
い
と
云
う
と
、
十
日
程
の
期
間
で
す
が
毎
朝
参
ら
せ
て
頂
き
ま
す
と
。
十
日
後
老
婦
人
の
心
経
の
声
も
聞
へ
ず
私
自
身
淋
し
い
感
が
し
た
。
都
会
の
老
人
の
行
き
場
は
寺
院
が
一
番
好
適
で
あ
る
、
出
来
る
限
り
開
放
し
て
仏
様
を
深
め
度
い
と
思
う
。
だ
」、
と
云
わ
れ
て
私
は
深
々
反
省
し
た
事
が
あ
る
。
法
事
や
月
参
り
を
利
用
し
て
檀
家
及
地
域
の
人
々
の
相
談
役
と
な
ろ
う
。
最
後
に
仏
教
は
、
住
職
や
主
管
者
の
才
能
に
応
じ
て
地
域
福
祉
の
た
め
公
益
法
人
の
主
管
者
と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
努
力
し
、
時
代
と
時
局
は
変
っ
て
も
一
切
の
衆
生
を
仏
と
す
る
熱
意
は
不
変
で
あ
る
。
第
五
月
参
り
の
読
経
後
の
法
話
寺
の
住
職
は
何
代
も
の
間
の
檀
家
の
状
況
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
。
月
参
り
の
僅
か
の
読
経
の
後
の
数
分
間
で
も
家
庭
の
相
談
の
時
間
と
し
度
い
。
割
合
に
利
害
関
係
や
色
々
事
情
で
家
庭
の
相
談
が
出
来
る
人
は
無
い
も
の
で
其
点
は
寺
院
の
住
職
が
一
番
で
あ
る
。
天
理
教
の
教
誨
師
の
方
が
、
「
仏
教
で
は
檀
家
が
五
十
軒
も
百
軒
も
あ
っ
て
生
活
が
出
来
ぬ
と
云
っ
て
勤
め
に
出
る
、
私
共
天
理
教
で
は
信
者
が
十
軒
あ
れ
ば
其
教
会
は
支
持
出
来
る
。
天
理
教
で
は
ほ
と
ん
ど
他
へ
勤
務
し
て
い
る
者
は
な
い
。
真
剣
さ
が
僧
侶
の
方
に
は
足
り
歳
い
と
思
う
。
信
者
の
収
入
の
中
か
ら
其
一
割
を
頂
く
だ
け
努
力
す
べ
き
一129一
